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問題と目的
　思春期とは、身体的・心理的に大きな変化の起
こる時期であり、同時に様々な困難に直面する時
期である。そうした悩みに正面から向き合うこと
は、彼らの成長につながると考えられる一方、思
春期における悩みは、様々な健康問題へつながる
可能性も指摘されている（伊藤，1993）。そのた
め、一人では解決できないような悩みを抱え続け
ることは、不適応につながる可能性があり、何ら
かの援助獲得が必要であると考えられる。
　しかし、石隈・小野瀬（1997）は、全国の中学・
高校生において、悩みを抱えながら、それを誰に
も相談しない者が多く存在したことを報告してい
る。また、スクールカウンセラーの全国配置後も
依然として、悩みを相談しない中学生の割合は高
い（永井・新井，2005a）。そのため現実的にも、
中学・高校生において、悩みを誰にも相談できな
い者が相当数存在する可能性が考えられる。従っ
て、相談行動生起のメカニズムを明らかにし、友
人同士の相談や、スクールカウンセラー等の活用
につながる要因を明らかにすることは重要な課題
であると考えられる。
　この「悩みを他者に相談する」という行動は、
主に社会心理学の領域において援助要請行動の観
点から研究の対象とされてきた。援助要請行動の
代表的な定義は「個人が問題の解決の必要性があ
り、もし他者が時間、労力、ある種の資源を費や
してくれるのなら問題が解決、軽減するようなも
ので、その必要のある個人がその他者に対して直
接的に援助を要請する行動（DePaulo,  1983）」と
されるが、これによれば、相談行動は援助要請行
動の一形態であるということができる。そこで本
研究でも同様に、相談行動を援助要請行動の観点
からとらえていくことにする。
　我が国の臨床心理学領域において援助要請研究
が行われるようになったのは、比較的最近である。
これまで、主に小学生（e.g., 永井，2009；佐藤・
渡邉，2013）、中学生（e.g.,  水野・石隈・田村，
2006；永井・新井，2007）、大学生（e.g., 木村・水
野，2004；永井，2010）を対象にした研究は複数
実施されてきたが、高校生を対象とした研究はほ
とんど実施されてこなかった。そこで本研究では、
高校生に焦点をあて、高校生の援助要請の規定因
を明らかにするための研究を行う。
検討する要因
　援助要請の生起に影響する要因は様々あるが、
大きく「デモグラフィック要因」「ネットワーク変
数」「個人の問題の深刻さ、症状」「パーソナリティ
変数」という 4 つの領域に分類される（水野・石
隈，1999; Rothi, & Leavey, 2006）。本研究では、
先行研究でしばしば用いられる基本的なデモグラ
フィック要因として、性別と学年を、「ネットワー
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ク変数」としてソーシャルサポートを、そして「個
人の問題の深刻さ、症状」として悩みの経験を用
いる。ソーシャルサポートは、援助要請を行うた
めの基本的な資源として機能するため、援助要請
を促進することが繰り返し報告されている（e.g.，
永井，2010）。悩みの経験についても、援助ニーズ
に相当するため、やはり同様に援助要請を促進す
ることが明らかになっている（e.g.,  Goodman, 
Sewell, & Jampol, 1984；永井・新井，2005b）。
　また、学校現場における実践を考慮した場合、
学校生活における状況から援助要請を行いやすい
者、行いにくい者を同定できるような手がかりを
明らかにすることも重要であると考えらえる。そ
こで本研究では、学校生活における適応指標とし
て考えられる友人関係満足感および学校享受感を
用い、援助要請との関連を検討する。
　さらに専門家における援助要請に関する研究で
は、過去に専門家へ援助要請をした経験がある程、
専門家に対する態度がポジティブであることや、
援助要請意図が高いことが明らかになっている
（Dadfar & Friedlander, 1982; Fischer & Turner, 
1970;  Halgin,  Weaver,  Edell,  &  Spencer,  1987; 
Vogel, Wade, & Haake, 2006）。わが国でも、半田
（2003）はスクールカウンセラー（以下 SC）との
接触経験がポジティブなイメージに結びつくこと
が報告されているが、こうした報告は相対的に少
ないのが現状である。そこで本研究では、専門家
への援助要請と、専門家との接触度との関連を検
討する。
本研究の目的
　以上を踏まえ本研究では、高校生を対象として、
援助要請に影響を与える変数を明らかにすること
を目的とする。援助要請の対象は、学校生活にお
ける主要な援助資源として想定される友人、教師、
SC を扱う。また、援助要請に影響を与える変数と
しては、先の議論に基づき、性別、学年、ソーシャ
ルサポート、悩みの経験、対人関係満足度、学校
享受感を用いる。さらに SC への援助要請に対し
てのみ、SC との接触度を加え、検討を行う。
方　法
調査手続きと調査対象
　調査は、2009年 7 月に東京都内の公立高校の生
徒663名を対象に実施された。調査対象となった高
校では、週 1 日スクールカウンセラーが来校して
おり、また、臨床心理士養成大学院の実習生が 2
名、スクールカウンセラー専門実習生（SC in train-
ing、以下 SCT）として、週 1 日参加している。
　質問紙のフェイスシートには、匿名性が保証さ
れること、回答が任意であり、協力しないことに
よる不利益は一切ないことが明記された。調査は
クラス単位で担任の教示のもと集団実施され、記
入開始の前には担任より、フェイスシートに記載
されている事項が口頭で説明された。なお、分析
に際しては、記入に不備のあった33名を除外した
計599名（ 1 年生：男子108名、女子120名、 2 年
生：男子93名、女子101名、 3 年生：男子82名、女
子95名）を分析の対象とした。
質問紙の構成
　 １．ソーシャルサポート
　三浦（2002）によるソーシャルサポート測定尺
度を用いた。「あなたに元気がないと、すぐに気づ
いてはげましてくれる」「あなたが、悩みや不満を
言っても、嫌な顔をしないで、聞いてくれる」な
ど 5 項目について、教師と友人それぞれについて、
どれくらい当てはまるかを、「 1 ：全くない」～
「 5 ：非常によくある」の 5 件法で尋ねた。
　 ２．悩みの経験
　石隈・小野瀬（1997）の調査により報告された
高校生の主要な悩みの中から、特に重要と考えら
れる「友だちとのつき合いをうまくやれるように
したいと思うとき」「なぜかひどく落ち込んだり逃
げ出したい気分におそわれたとき」「自分の性格の
ことで気になることがあるとき」「学校あるいは学
級になじめないとき」「学校に行くのがつらくなっ
たり、行きたくなくなったりしたとき」「自分の性
や異性との交際のことで悩みがあるとき」という
6 項目を用いた。それぞれの悩みについて「今年
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の 4 月から今までの間に、このことで悩んだこと
はありますか？」と尋ね、「 1 ：悩んだことはな
い」～「 5 ：悩んだことがある」の 5 件法で回答
を求めた。
　 ３．友人関係満足感
　加藤（2001）による友人関係満足度尺度を用い
た。「周囲の人たちに受け入れられていると感じ
る」「私は友達ととても気持ちが通じ合っている」
などの 8 項目について、「 1：あてはまらない」～
「 5 ：あてはまる」の 5 件法で回答を求めた。
　 ４．学校享受感
　古市・玉木（1994）による学校享受感尺度を用
いた。「私は学校に行くのが好きだ」「学校は楽し
くて、 1 日はあっという間に過ぎてしまう」など
の10項目について、「 1：あてはまらない」～「 5：
あてはまる」の 5 件法で回答を求めた。
　 ５．SCおよび SCTとの接触度
　SC および SCT との接触の程度を尋ねるため、
半田（2003）などを参考に「①スクールカウンセ
ラー（スクールカウンセラー専門実習生も含む）
の相談室に行ってみたことがありますか？」「②ス
クールカウンセラー（スクールカウンセラー専門
実習生も含む）と話してみたことはありますか？」
「③相談室だよりは読んだことがありますか？」と
いう 3 項目を作成した。項目①と②は「 1 ：まっ
たくない」「 2 ： 1 回だけある」「 3 ： 2 ～ 5 回く
らい」「 4：それ以上」の 4 件法で回答を求めた。
項目③については「 1：きちんと読んだ」「 2：い
ちおう読んだ」「 3 ：あまり読んでいない」「 4 ：
まったく読んでいない」の 4 件法で回答を求めた。
　 ６．援助要請意図
　 2 ．悩みの経験で提示された悩みそれぞれにつ
いて、もしこのことで悩み、一人で解決できない
としたら、⑴家族、⑵友人、⑶ SC あるいは SCT
（以降、まとめて SC と略記）にどれ位相談すると
思うか尋ね、「 1：相談しないと思う」～「 5：相
談すると思う」の 5 件法で回答を求めた。
結　果
各尺度の基本的分析
　まず、各尺度得点のα係数を算出した。その結
果、各尺度の係数のα係数はそれぞれ、友人への
援助要請意図が .91、教師への援助要請意図が .94、
SC への援助要請意図が .95、悩みの経験が .81、友
人サポートが .92、教師サポートが .92、ストレス
反応が.89、友人関係満足感が.86、学校享受感が.89
であり、いずれも高い内的整合性が示された。
　続いて、「①スクールカウンセラー（スクールカ
ウンセラー専門実習生も含む）の相談室に行って
みたことがありますか？」「②スクールカウンセ
ラー（スクールカウンセラー専門実習生も含む）
と話してみたことはありますか？」「③相談室だよ
りは読んだことがありますか？」という 3 項目間
の相関係数を算出したところ（Table 1 ）、「①ス
クールカウンセラー（スクールカウンセラー専門
実習生も含む）の相談室に行ってみたことがあり
ますか？」と「②スクールカウンセラー（スクー
ルカウンセラー専門実習生も含む）と話してみた
ことはありますか？」の間のみで非常に強い正の
相関が示された（r=.82 p<.01）。一方「③相談室だ
よりは読んだことがありますか？」は、他の 2 項
目との間に、非常に弱いながら有意な負の相関を
示した。そこで、「①スクールカウンセラー（ス
クールカウンセラー専門実習生も含む）の相談室
Table １ 　SCおよび SCTとの接触度の項目間相関
1 2 3
1 相談室に行ってみたことがありますか .82 ** －.10 *
2 話してみたことはありますか？ －.16 **
3 相談室だよりは読んだことがありますか？
* p<.05, ** p<.01
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に行ってみたことがありますか？」「②スクールカ
ウンセラー（スクールカウンセラー専門実習生も
含む）と話してみたことはありますか？」の 2 項
目は回答の加算平均を「接触度」得点として用い
ることにした。
性別・学年・援助要請対象による援助要請意図の差
　援助要請意図の対象、性別および学年による差
を検討するため、援助要請意図の得点を従属変数
とし、性別（ 2 ）、学年（ 3 ）および、対象（ 3 ）
を独立変数とした 3 要因分散分析を行った。その
結果、学年×対象の交互作用（F（4, 1186）=5.92 , 
p<.01）および性別×対象の交互作用　（F（2, 1186）
=55.04 , p<.01）が有意であった（Table 2 ）。
　学年×対象についての単純主効果検定の結果、
全学年で友人への援助要請意図が、教師の援助要
請意図と SC への援助要請意図よりも 1 ％水準で
高いことが示された。また、 2 年生でのみ、教師
の援助要請意図がSCへの援助要請意図よりも 1 ％
水準で高かった。さらに、友人への援助要請にお
いては、 1 年の得点が 2 年生の得点よりも 1 ％水
準で高かった。
　性別×対象についての単純主効果検定の結果、
男子では、友人への援助要請意図が最も得点が高
く、次いで教師の援助要請意図、SC への援助要請
意図の順に得点が低くなり、各得点間の差は、い
ずれも 1 ％水準で有意であった。女子でもほぼ同
様の有意差が示されたが、教師の援助要請意図と
SC への援助要請意図との間の差のみ有意ではな
かった。また、友人への援助要請意図は女子の方
が 1 ％水準で高く、教師への援助要請意図は男子
の方が 1 ％水準で高かった。
各変数が援助要請意図に与える影響
　各変数間の相関係数を Table 3 に示す。各変数
が援助要請意図に与える影響を検討するため、援
助要請意図を従属変数とした階層的重回帰分析を
行った。ステップ 1 では基本的な属性として学年
と性別（女子＝ 1 、男子＝ 0 のダミー変数）を、
ステップ 2 では友人サポートと教師サポートを、
ステップ 3 では、残る悩みの経験、友人関係満足
感、学校享受感を独立変数として順次投入した。
また、SC および SCT への援助要請意図について
はステップ 4 を設定し、「SC および SCT への接触
度」および「相談室便りを読む程度」を独立変数
として投入した。
　階層的重回帰分析の結果、友人への援助要請意
図に対しては、友人サポート（β=.44 p<.01）、悩
みの経験（β=.15  p<.01）、学校享受感（β=.18 
p<.01）がそれぞれ正の影響を与えていた。また、
性別は、ステップ 1 において有意な影響を示した
ものの（β=.23 p<.01）、他の独立変数を投入する
に従って係数の値は小さくなり、最終的に有意で
はなくなった。学年も同様に、ステップ 1 におい
て有意な影響を示したものの（β=－.10 p<.05）、
ステップ 3 においては有意な影響を示していなかっ
た。また、R2 の増加量は各ステップにおいて有意
であり、最終的な R 2 は .35であった（Table 4 ）。
　教師への援助要請意図に対しては、教師サポー
ト（β=.43  p<.01）が有意な正の影響を示した。
また、友人への援助要請意図とは異なり、ステッ
プ 1 からステップ 3 にかけて、一貫して性別が負
Table ２ 　各援助要請意図得点の記述統計
1 年生 2 年生 3 年生 女子 男子 全体
N=228 N=194 N=177 N=283 N=316 N=599
Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
友人への援助要請意図 3.24（1.26） 2.79（1.18） 2.97（1.32） 3.29（1.21） 2.71（1.26） 3.01（1.27）
教師への援助要請意図 1.63（0.92） 1.66（0.90） 1.68（0.91） 1.52（0.80） 1.81（0.99） 1.66（0.91）
SC への援助要請意図 1.59（0.88） 1.51（0.86） 1.62（0.84） 1.53（0.82） 1.63（0.90） 1.58（0.86）
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の影響を示しており（β =－.16～－.17 p<.01）、男
子の方が教師への援助要請意図が高いことが示さ
れた。また、R 2 の増加量はステップ 1 およびス
テップ 2 において有意であり、最終的な R 2 は .22
であった（Table 5 ）。
　SC および SCT への援助要請意図に対しては、
教師サポート（β=.37 p<.01）と「SC および SCT
への接触頻度」が正の影響を示した（β=.19 
p<.01）。また、R 2 の増加量はステップ 2 およびス
テップ 4 において有意であり、最終的な R 2 は .17
であった（Table 6 ）。
Table ３ 　各変数間の相関係数
援助要請意図
学年 性別
ソー シャルサポ トー 悩みの
経験
対人信
頼感
友人関係
満足感
SC との
接触度
相談室
便り友人 教師 SC 友人 教師
援助要請意図－友人 .33 ** .26 ** －.09 * .23 ** .55 ** .15 ** .18 ** .41 ** .26 ** －.02 －.07
援助要請意図－教師 .76 ** .02 －.16 ** .09 * .43 ** －.05 .09 * .17 ** .07 －.09 *
援助要請意図－SC .01 －.06 .07 .35 ** .04 .04 .07 .18 ** －.15 **
学年 .01 －.13 ** .08 * －.02 －.12 ** －.02 .04 －.10 *
性別 .32 ** .00 .29 ** .12 ** －.07 .07 －.07
友人サポート .34 ** .15 ** .64 ** .25 ** .02 －.05
教師サポート －.12 ** .23 ** .27 ** .00 －.16 **
悩みの経験 －.08 －.30 ** .16 ** －.06
友人関係満足感 .45 ** －.10 * .00
学校享受感 －.08 －.08 *
SC との接触度 －.13 **
相談室便り
* p<.05, ** p<.01
Table ４ 　友人への援助要請意図に対する重回帰
分析結果
独立変数 Step 1 Step 2 Step 3
学年 －.10 * －.02 －.02
性別 .23 ** .06 .05
友人サポート .54 ** .44 **
教師サポート －.03 －.04
悩みの経験 .15 **
友人関係満足感 .06
学校享受感 .18 **
R 2 .06 .31 .35
△ R 2 .06 ** .24 ** .04 **
* p<.05, ** p<.01
Table ５ 　教師への援助要請意図に対する重回帰
分析結果
独立変数 Step 1 Step 2 Step 3
学年 .02 －.02 －.02
性別 －.16 ** －.16 ** －.17 **
友人サポート .00 －.04
教師サポート .43 ** .43 **
悩みの経験 .07
友人関係満足感 .01
学校享受感 .06
R2 .03 .21 .22
△ R 2 .03 ** .18 ** .01
* p<.05, ** p<.01
Table ６ 　SCへの援助要請意図に対する重回帰分
析結果
独立変数 Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
学年 .02 －.02 －.03 －.04
性別 －.05 －.03 －.06 －.07
友人サポート －.06 －.07 －.09
教師サポート .36 ** .38 ** .37 **
悩みの経験 .10 * .06
友人関係満足感 .00 .03
学校享受感 －.01 －.02
SC との接触度 .19 **
相談室便り －.07
R 2 .00 .12 .13 .17
△ R 2 .00 .12 ** .01 .04 **
* p<.05, ** p<.01
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考　察
性別・学年・援助要請対象による援助要請意図の差
　分散分析による援助要請意図の対象、性別およ
び学年による差の検討の結果、友人への援助要請
意図が教師や SC への援助要請意図に比べて高かっ
た。先行研究では、専門家などのフォーマルな援
助資源に比べて、インフォーマルな援助資源の方
が好まれるという結果が度々報告されており
（Deane,  Wilson,  &  Ciarrochi,  2001；石隈・小野
瀬，1997；水野・石隈，1999）、本研究の結果もそ
れに一致するものである。また、友人の援助要請
意図は男子よりも女子の方が高かった。友人への
援助要請意図の性差については、小学生や中学生、
大学生など他の発達段階と同様の結果であった（永
井，2009, 2010；永井・新井，2005b）。
　一方、教員への援助要請意図は男性の方が高かっ
た。また、女子では教員と SC は同程度だが、男
子は教員の方がやや高いという結果が示された。
つまり教師への援助要請意図は、男女とも非常に
低い値であるものの、男子の教師への援助要請意
図は、女子に比べてやや高い傾向にあると言える。
大学生における援助要請においても、友人への援
助要請意図は女性の方が高かったのに対し、専門
家への援助要請意図に対しては、むしろ男性の方
が高い可能性が示された（永井，2010）。
　このように、友人などインフォーマルな資源へ
の援助要請と異なり、教師や専門家など、フォー
マルな援助資源に対しては、従来指摘されている
ような性差（Nam,  Chu,  Lee,  Lee,  Kim,  &  Lee. 
2010）が見られないだけでなく、むしろ男性の方
が援助要請の傾向が高い可能性がある。この原因
を説明するような明確な根拠は存在しないが、可
能性の一つとして、女子の友人関係における親密
化と閉鎖性がある可能性がある（Wintre,  Hicks, 
McVey, & Fox, 1988）。すなわち青年期において
は女子の方が、親密で閉鎖的な仲間関係を形成す
ることが、仲間集団外の対象への援助要請を抑制
しているという可能性である。この点については、
実際のソーシャルネットワークなどの関連とあわ
せて今後検討を行う必要があると考えられる。
各変数が援助要請意図に与える影響
　重回帰分析の結果、友人への援助要請意図に影
響していたのは、友人サポート、悩みの経験、学
校享受感であった。性別については、当初は有意
な影響を示したが、階層的重回帰分析のステップ
の過程で有意ではなくなった。
　友人サポートは援助要請可能な援助資源を反映
し、悩みの経験は援助ニーズを反映するため、そ
れぞれ援助要請意図を促進したのだと考えられる。
この結果は、従来の先行研究（Goodman  et  al., 
1984;  Komiya,  Good,  &  Sherrod,  2000;  Sheffield, 
Fiorenza, & Sofronoff, 2004）と同様の結果であっ
た。また、友人への援助要請意図に対する性別の
影響については、小学生を対象とした場合、悩み
などの変数を媒介しても、友人への援助要請意図
に対する性別の直接効果が示されるの（永井，
2009）に対し、大学生においては、諸変数を媒介
した場合、性別の直接効果が見られなくなること
が報告されている（永井，2010）。本研究の結果に
より、大学生に見られる援助要請に対する性別の
影響は、既に高校生の段階で同様に生じているこ
とが示された。しかしながらこうした点は、中学
生においては依然検討されていない段階である。
今後、性別が援助要請意図に与える影響過程の発
達的変容について、そのメカニズムも含め、検討
を行っていく必要がある。
　最後に、学校生活享受感も友人への援助要請意
図に対して有意な正の影響を与えていた。このこ
とから、学校の中で適応的に生活できている生徒
は、いざという時に対処行動も実行しやすくなる
と考えられる。これは当然ともいえる結果である
が、逆に言えば、学校内で適応的に生活できてい
ない生徒は、悩みを抱えた際に援助要請をしづら
いという可能性を示している。そのため、ある生
徒が悩みを抱えた時に友人に相談できそうかどう
かを判断するためには、当該生徒の、学校への全
般的な適応状況を把握しておくことが、一つの指
標となると考えられる。
 立正大学臨床心理学研究　第12号　2014
― 19 ―
　教師への援助要請意図に影響を与えていたのは、
性別と教師サポートであった。性別との関連につ
いては、前節において考察した通りである。また、
教師サポートについては、友人への援助要請意図
に対する友人サポートの影響と同様、援助要請可
能な援助資源の存在が、援助要請意図を高めてい
るのだと考えられる。
　一方、教師への援助要請意図に対しては、援助
要請研究において一般的に見られる、「悩みの経
験」からの影響が示されなかった。このことは、
高校生は悩みが生じたのならば教師に相談すると
いうような、単純な行動を選択するわけではない
ということを示している。すなわち、たとえ日常
的に生徒と交流する機会がある教師という立場で
あっても、ただ生徒と関わっているだけでは、い
ざという時に相談する相手にはなりえないのだと
考えられる。教師への援助要請意図に対しては、
教師サポートが最も強い影響を示したように、教
師がいざというときの援助資源として機能するた
めには、日ごろから生徒に対して支援的な関わり
を積極的に行っていく必要があると考えられる。
　SC および SCT への援助要請意図に影響してい
たのは、教師サポートおよび「SC および SCT へ
の接触頻度」であった。一方悩みの経験は、教師
への援助要請意図と同様、SC および SCT への援
助要請意図に対しても影響を示さなかった。この
ことは、心理的援助の専門家である SC や SCT で
あっても、生徒が悩みを抱えればすぐに相談相手
として選択される訳ではないことを示している。
そのため、SC や SCT の利用を促進するためには、
別の要因に注目する必要がある。
　SC および SCT への援助要請意図に最も強い影
響を示したのは、教師への援助要請意図と同様、
教師サポートであった。この影響の背景にはいく
つかの可能性が考えられる。第一に、生徒が SC
および SCT を、教師と同様の学校組織の一員とし
て認識しているために、教師サポートとの日頃の
サポート関係が、SC や SCT の利用可能性にも直
結する可能性が考えられる。また、日頃ソーシャ
ルサポートを提供する教員が、いざという時に生
徒に対して SC や SCT の利用を勧めるという可能
性も考えられる。いずれにせよ、相談できる教師
が身近にいない生徒は、外部性を有する SC や SCT
に対しても、同様に相談をしにくいと考えられる。
そのため、SC および SCT の利用を促進するため
には、やはり日頃から教員との関係性が重要であ
ると言える。
　また、SC および SCT への援助要請意図に対し
ては、先行研究（e.g., 半田，2003）同様「SC およ
び SCT への接触頻度」が弱いながら正の影響を与
えていた。前述のように、SC および SCT の利用
には、教師との関係性も大きく影響していると考
えられるが、一方でこの「SC および SCT への接
触頻度」の影響は、SC や SCT 独自の活動によっ
て、SC および SCT の利用を促進できる可能性を
示唆している。すなわち、SC や SCT が日々の生
活の中で、積極的に生徒とかかわりを持つことが、
SC および SCT の利用につながると考えられる。
　一方、SC および SCT との接触度の 3 つの項目
の内、「①スクールカウンセラー（スクールカウン
セラー専門実習生も含む）の相談室に行ってみた
ことがありますか？」「②スクールカウンセラー
（スクールカウンセラー専門実習生も含む）と話し
てみたことはありますか？」の 2 項目と、「③相談
室だよりは読んだことがありますか？」との間に
非常に弱いながら負の相関がみられ、この「③相
談室だよりは読んだことがありますか？」という
項目が SC への援助要請意図に有意な影響を示さ
なかったということは興味深い結果である。相談
室だよりの発行は、生徒や教師に SC の存在を知っ
てもらう上で重要な手段であると一般に考えられ
ている。しかしこの結果からは、相談室だよりを
読むことが生徒の SC 利用とほとんど関係ないと
いうことを示している。もちろん、この結果は相
談室だよりの意義がないということを意味する訳
ではない。相談室だよりは、単に生徒に情報を伝
えるだけでなく、保護者や教員に対しても、SC の
意義や利用可能性を伝えるという機能が考えられ
るためである。しかしながら相談室だよりの発行
が、学校というコミュニティの中で、実際にどの
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ように機能し、学校関係者に対してどのようなイ
ンパクトを与えているのかについては、今後詳細
に検討する必要があると考えられる。
まとめと今後の課題
　本研究では、これまでわが国でほとんど検討さ
れてこなかった、高校生における援助要請への影
響因を明らかにしたという点で意義があると言え
る。最後に、本研究の課題について 3 点述べる。
第 1 の課題は、本研究の一般化可能性である。本
研究では、調査対象となった学校は 1 校のみとなっ
ているが、SC や実習生の配置状況や活動形態は、
学校によって様々である。そのため、SC や実習生
への援助要請に関する知見については、一般化に
大きな制限が必要であることに留意する必要があ
る。今後、様々な高校で調査を実施し、結果を比
較検討することで、SC や実習生が促進・抑制され
る条件を明らかにしていく必要があると考えられ
る。
　課題の第 2 は、SC および SCT への援助要請意
図の測定の問題である。本研究では、項目数等の
制約から SC への援助要請意図と SCT への援助要
請意図をまとめた上で同一の項目で測定している
が、言うまでもなくこうした方法は望ましいもの
ではない。第 1 の課題として挙げた学校における
SC や実習生の配置状況と活動形態を考慮する上で
も、SC への援助要請意図と実習生への援助要請意
図は区別して測定されるべきであると考えられる。
　最後の課題も調査方法上の問題である。本研究
で測定した教師および SC への援助要請意図は、
Table 2 に見られるように非常に低い平均値を示
した。こうした研究は、先行研究でも見られるこ
とではあるものの（e. g., 木村・水野，2004）、得
点分布が極端に低く偏ることは、他の変数との関
連を検討する上では結果が歪む可能性がある。そ
のため教師と SC への援助要請意図については、
適切な得点分布となるよう測定方法を工夫する必
要があると考えられる。
　こうした課題を踏まえ、今後も知見を蓄積し、
援助要請の対象や援助要請者の発達段階による援
助要請の規定因を明らかにしていく必要があると
考えられる。
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Determinants of help-seeking intentions among high school students
Junko Okamoto １ ）　　Hideyuki Sato １ ）　　Satoru Nagai １ ）　　Koji Shimoyama２ ）
［Abstract］
　This  study  investigated  the  relationships  between  help-seeking  intentions  in  high  school 
students  and  other  factors,  including  grades,  gender,  social  support,  level  of  concern, 
enjoyment of attending school, satisfaction with interpersonal relationships, and frequency of 
contact  with  school  counselors.  The  questionnaire  for  this  study  was  completed  by  599 
students. The results of hierarchical multiple regression analysis revealed that （a） intentions 
to  seek  help  from  friends were  correlated  to  levels  of  concern,  support  from  friends,  and 
enjoyment of attending school, （b） intentions to seek help from teachers were correlated to 
gender and support from teachers, and （c） intentions to seek help from school counselors and 
counselors in training were related to support from teachers and frequency of contact with 
school counselor.
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